
 

 

 

 

 

［基本方針］ 

  新型コロナウイルス感染拡大の影響で落ち込んだ観光需要の回復を目指し

て、本年夏の岡山デスティネーションキャンペーン（ＤＣ）等を契機に、県や

会員団体・企業と連携して効果的な誘客戦略を企画・実施します。また、特産

品の魅力発信と販売促進を含め、ウィズコロナ時代・デジタル化時代に適応し

た観光推進事業に積極的に取り組みます。 

 

［重点事項］ 

１ 魅力ある観光商品づくりとプロモーション 

  ウィズコロナ時代の新たなニーズを取り入れた高付加価値商品や、魅力あ

る個人向け旅行商品の造成と販売を促進します。 

  また、オンライン商談会や視察招致を通じて、ＤＣ向け商品や教育旅行のプ

ロモーションに取り組みます。 

フィルムコミッション活動では、県内の組織と連携し、積極的なロケ誘致と

映像を通じた観光誘客に取り組みます。 

 

２ ＤＸの推進と多様な媒体を活用した情報発信 

デジタルマーケティングを活用し、多様化するニーズに合わせた情報を「岡

山観光WEB」をはじめ、多言語観光サイトやＳＮＳにより効率的かつ効果的

に発信し、本県への滞在や観光消費を促進します。また、ＤＣ特設サイトを運

営し、宿泊や体験の予約につながる発信に努めます。 

 

３ オンラインショップの活用と観光・物産の連携による販売強化 

  オンラインショップの品揃え充実や購入者へのポイント付与による売上増

進、ふるさと納税返礼品取扱の推進に努めます。また、ＤＣ関連事業や「岡山

観光WEB」等の情報発信力を活用し、県産品の魅力発信と販売促進に取り組

みます。 

 

４ おもてなしプロジェクトの推進 

ＤＣを契機におもてなしプロジェクトを積極的に推進し、市町村や観光団

体、会員企業等と連携して全県的にホスピタリティの向上に取り組むことに

より、観光客の満足度アップとリピーターの増加を目指します。 

 

 

 

 

令和４年度事業計画 
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     令和４年度予算総額 236,875 千円（330,322千円）  

 誘客受入事業 80,048千円（146,037 千円） 

   Ⅰ 1 魅力ある観光商品づくりとプロモーション 40,687 

     2 教育旅行の誘致 7,385 

   3 観光戦略策定に向けた調査・分析 9,255 

     4 フィルムコミッション活動 16,488 

     5 コンベンションの誘致 1,851 

     6 広域観光の推進 2,360  

   Ⅲ  おもてなしの推進  

     1 ホスピタリティの向上と人材育成等 1,413  

    2 観光物産事業功労者等の表彰 609  

 誘客受入事業費合計 80,048  
      

 情報発信事業 55,053千円（77,615 千円） 

   Ⅱ 1 ＤＣと連動した多様な媒体を活用した情報発信 45,411 

     2 市町村等との連携ＰＲ事業 2,413 

     3 総合的な観光案内業務の実施 7,229  

 情報発信事業費合計 55,053  
      

 物産振興事業 89,515千円（94,526 千円） 

   Ⅳ 1 晴れの国おかやま館の運営等 64,844  

     2 県との連携による販売強化事業 21,863  

     3 伝統的工芸品振興事業 2,808  

 物産振興事業費合計 89,515  
      

 収益事業 1,808千円（1,741 千円） 

   Ⅴ 1 広告収益事業 1,154  

     2 不動産管理事業 654  

 収益事業費合計 1,808  
      

 法人管理 10,451千円（10,403 千円） 

      法人の管理運営 10,451  

    （ ）内は前年度当初予算 

 

令和４年度事業総括表 

 
（単位:千円） 
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［個別事業］ 

 

Ⅰ 誘客受入事業 

 

１ 魅力ある観光商品づくりとプロモーション 

高付加価値化を意識した観光素材の発掘と磨き上げを行い、ＤＣや秋旅キ

ャンペーンを契機とした商品の造成と販売を促進する。また、ツールや活動手

法のデジタル化を図りながら、マーケットの特性に応じたプロモーション活

動や商談会を実施する。 

 

（１）高付加価値化商品造成の推進 新規 

   県内各地の事業者等と連携し、マーケティング戦略及び専門家のアド

バイスを踏まえ、付加価値の高い商品の企画造成から販売までトータル

で支援する。 

 

（２）個人向け商品の開発と販売促進 

観光素材の商品化、販売・精算を一貫して行う専門業者である観光販売

システムズと連携し、ＤＣ商品を中心とした主に個人向け旅行商品の開

発・磨き上げを行う。また、旅行商品専用サイト「VISIT 岡山県」を通

じて一般向け販売を強化するとともに、旅行会社向け販売促進を併せて

行う。 

 

（３）旅行会社等へのプロモーション 

   旅行会社の販売戦略の変化に対応したきめ細かいプロモーションを行

い、消費者ニーズの動向に対応した商品造成を働きかける。 

 特にＤＣに向けたプロモーションに注力するとともに、訪問活動、視察

招致、オンライン商談会等により、年間を通じて状況に応じ柔軟に活動し

ていく。 

 

（４）イベント等を活用したプロモーション 

   ①岡山弁を活用したプロモーション 新規 

NHK連続テレビ小説や県内出身アーティストの活躍等により、岡山弁

が全国メディアで発信される機会を捉え、旅行検討時に岡山のイメージ

想起を狙って、岡山弁を活用した誘客事業を検討・実施する。 

 

②イベント等への出展 

ＤＣ推進協と連携し、県内外で行われる観光イベント等へ参加し、プロ

モーション活動を行う。 
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２ 教育旅行の誘致 

市町村・観光協会・民間事業者等で組織する「岡山県教育旅行誘致推進協議

会」を通じて、県内のコンテンツを活かした学習素材の発掘、磨き上げを進め

る。 

 

（１）コンテンツの発掘・磨き上げ 

   平和学習など、学校・旅行会社のニーズに沿った学習素材の発掘や磨き上

げを行う。 

 

（２）訪問活動 

   本県への教育旅行実績がある首都圏、中京、京阪神エリアを中心に中長

期的視点で誘致活動を続けるとともに、コロナ禍の動向も注視し、行き先

変更が見込まれるエリアのニーズを情報収集しながら、機動的に訪問活

動を行う。 

 

（３）台湾からの教育旅行誘致 

   ポストコロナの状況に応じ、JNTO と連携した説明会への参加や視察

招致に取り組む。また、現地からのニーズが高い学校交流に対応可能な県

内の高校の拡充に努める。 

 

３ 観光戦略策定に向けた調査・分析 新規 

  ポストコロナ期を見据えた観光分野における岡山県の羅針盤となる戦略策

定に向け、県と共同でデータ分析や状況調査を行う。 

 

４ フィルムコミッション活動 

岡山県ロケのワンストップ窓口の役割を担う「岡山県フィルムコミッショ

ン協議会」の事務局として、映像制作会社等に対し、積極的な誘致と支援を行

う。また、市町村のフィルムコミッション組織と連携し、ロケ撮影への協力が

可能な施設等の開拓など受入体制の強化を図る。さらに、支援作品を活用して

観光誘客を図る。 

 

（１）ロケの誘致活動 

  ①映像制作会社へのプロモーション 

 ・ジャパンフィルムコミッション主催「全国ロケ地フェア」への出展 

   ・ロケツーリズム協議会との連携による情報発信 

   ・在京制作会社等へのＰＲ活動 など 
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  ②ロケ支援と助成 

 ・ロケハンへの地元調整や同行案内及び経費の一部を助成 

   ・撮影スタッフの交通費や宿泊費の一部を助成 

   ・安全・安心なロケを実施するための感染症対策の一部を助成 

   ・ロケ期間の雨天時に一定額を助成（どーしたんだ！晴れの国ロケ助成金） 

   ・ロケ時の地元受入組織の炊出しに対する支援 など 

   

（２）支援作品を活用した誘客促進の強化 

  ロケ支援を行った映画等を、ロケ地マップや「岡山観光ＷＥＢ」の特集

ページを通じてＰＲし、「ロケ地巡り」観光を促す。また、地元情報誌等

の媒体を通じてファンづくりに努める。さらに、地域フィルムコミッショ

ン等によるロケ支援作品の公開イベントやロケ地マップ作成等への助成

も行う。 

＜令和４年度の主な公開予定作品＞ 

・映画「とんび」（４月） 

・映画「ラジエーションハウス」（４月） 

・映画「恋は光」（時期未定） 

 

（３）地域フィルムコミッションとの連携 

  ①岡山県フィルムコミッション協議会の運営 

   岡山県フィルムコミッション協議会がワンストップ相談窓口となり、

地域フィルムコミッション・市町村等との連携により、県内のフィルムコ

ミッション事業の活性化を図る。 

 

  ②研修会の開催等 

    県内フィルムコミッション等のスキルアップを図るため、ロケ誘致や

ロケ支援に関する研修会を開催する。 

 

５ コンベンションの誘致 

岡山市・倉敷市と連携し、「国際ＭＩＣＥエキスポ」に出展するほか、コン

ベンションの誘致に必要な施設情報や県内観光情報の提供等を行う。 

 

６ 広域観光の推進 

  中国地域などの広域エリアを対象に、自治体や観光団体等と連携した、県境

を越えた広域観光を促進する。 
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（１）鳥取県との共同事業 

 岡山・鳥取両県及び鳥取県観光連盟と共同で、首都圏でのＰＲ活動など

を通じて両県への誘客を図る。 

 

（２）広域観光推進組織との連携 

 ・日本観光振興協会（本部・中国支部） 

・せとうち観光推進機構（せとうちＤＭＯ） 

   ・DISCOVER WEST連携協議会 

   ・中国地域観光推進協議会 

 

 

Ⅱ 情報発信事業 

 

１ ＤＣと連動した多様な媒体を活用した情報発信 

  コロナ禍で落ち込んだ観光需要を回復させるため、ＤＣと連動したデジタ

ルプロモーションを実施する。また、デジタルマーケティングを活用し、多様

化するニーズに合わせた情報を、「岡山観光ＷＥＢ」をはじめ、多言語観光サ

イトやＳＮＳで発信する。 

 

（１）インターネットを活用した情報発信（国内） 

  ①岡山観光ＷＥＢによる情報発信 

・ＤＣ特設サイトの開設とＤＣ企画の紹介・誘導（R3年 5月～） 

・晴れの国おかやま館オンラインショップとの連携強化（R4 年 3 月～） 

・ニュースアプリ「Smart News」、おでかけ旅行アプリ「aumo（アウモ）」 

との連携（R3年 4月～） 

・ＡＩ（人工知能）によるモデルコース作成機能リニューアル 

・宿泊プランや体験・アクティビティの紹介とオンライン予約機能 

・季節情報（開花、紅葉情報等）や旬の特集ページ 

・地元ライターによる岡山の魅力紹介記事「おか旅」 

・専門家によるアクセス分析と情報戦略策定 等 

 

 ②ＤＣ等と連動したデジタルプロモーション 新規  

   ターゲットを絞ったＳＮＳ広告やディスプレイ広告、タイアップ記事

などを組み合わせ、ＤＣや秋旅キャンペーンと連動して集中的かつ効果

的なデジタルプロモーションを展開し、コロナ禍で落ち込んだ観光需要

回復を図る。 
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③ＳＮＳによる情報発信 

   フェイスブック、ツイッター、インスタグラムなどＳＮＳの特性に合わ

せた情報を投稿し、本県への関心と来訪意欲が高いユーザーへ効果的に

アプローチする。 

  

  ④情報発信セミナーの開催 

   観光振興に携わる方を対象に、ＷＥＢやＳＮＳ、動画等を活用した効果

的な情報発信や集客方法について学ぶセミナーを開催しスキルアップに

努める。 

 

（２）インターネットを活用した情報発信（海外） 

①多言語観光サイト（７言語）による情報発信 

アフターコロナを見据えた継続的な取組として、安全・安心な岡山の情

報と国や地域の特性・ニーズに応じた観光情報を、英語、韓国語、中国語

（簡体、繁体）、タイ語、フランス語、ドイツ語により発信する。 

 

②ＳＮＳによる情報発信【県委託事業】 

   県の海外ＰＲデスクとも連携し、ＳＮＳを活用して、話題性のある観光

スポットや、旅行者の関心が高い体験・グルメ等の情報を、英語、韓国語、

中国語簡体字、中国語繁体字（台湾、香港）、タイ語、フランス語で発信

する。 

 

③在住外国人による情報発信 新規 

   多言語観光サイトの記事作成を、県内在住の外国人に依頼し、外国人観

光客目線で岡山の魅力を発信し誘客を図る。 

 

（３）メディア等を活用した情報発信 

  ①首都圏等のメディアへの取材協力 

  首都圏等のテレビや雑誌などに対して、情報提供及びロケ・取材に関す

る地元調整等を行う。 

 

  ②地元メディアとの連携 

岡山シティＦＭ（レディオモモ）と連携し、県内各地域から直接情報を

発信することにより、県内の観光を促進する。 

 また、地元情報誌やフリーペーパーと連携し、ロケ地観光等のＰＲを行う。 

 

（４）おかやま観光特使を通じたＰＲ 

   岡山県ゆかりの方に観光特使を委嘱し、名刺の交付やメルマガでの定
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期的な観光情報提供により、各自の活動のほか、ＳＮＳや口コミでの情報

発信を通じて、岡山のＰＲを図る。 

 

２ 市町村等との連携ＰＲ事業 

（１）岡山観光ＷＥＢでのタイアップ 

   市町村・観光協会等とタイアップし、「岡山観光 WEB」で特集ページ

やモデルコース等を作成し、連携して地域の魅力を発信する。 

 

（２）観光コルトンの活用 

  本県の玄関口であるＪＲ岡山駅前の地下道壁面に設置した電照パネル

（観光コルトン）２２面に、市町村等と共同で美しい景観や観光スポット

等の写真や県内ロケ作品の上映情報を掲出し、県内各地のＰＲを行う。 

 

３ 総合的な観光案内業務の実施 

電話やメール等での問い合わせ対応のほか、県内各地の観光パンフレット

の収集・送付など観光情報の発信を行う。 

また、おかやま観光コンベンション協会が運営するＪＲ岡山駅新幹線改札

横の「岡山市ももたろう観光センター」と連携し、広域的な観光案内の充実を

図る。 

 

 

Ⅲ おもてなしの推進 

   

  ＤＣ開催を機に、市町村や観光関係団体・事業者等と連携し、県民を巻き込

み、「オール岡山」でのおもてなしを推進し、観光客の満足度向上とリピータ

ーの増加を目指す。 

   

１ ホスピタリティの向上と人材育成等 

（１）岡山観光サポーターの活動推進 

   おもてなしを実践する県内の団体・企業や、岡山を応援したい個人等を、

岡山観光サポーター（愛称「晴れシェルジュ」）として募集・登録し、県

民一丸となった受入体制・魅力発信の充実を図る。 

 

（２）おもてなしエキスパートの育成 

   観光業界で接客に携わる方を対象に、専門講師による研修を実施し、

「岡山おもてなしエキスパート」として、満足度の高いホスピタリティを

提供できる人材を育成する。 
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（３）観光ボランティアガイドの活性化 

    市町村や観光ボランティアガイド団体と連携し、連絡会議や研修会を

開催することにより、観光客満足度の高いガイドの育成と活性化を図る。 

 

（４）市町村等との連携強化 

   市町村・観光協会等との連絡会議やオンライン会議を通じて、定期的な

情報交換を行いながら団体間の事業調整や連携促進を図る。 

 

２ 観光物産事業功労者等の表彰 

  本県の観光及び物産振興に寄与し功労のあった方々や団体を定時会員総会

で表彰する。 

 

 

Ⅳ 物産振興事業 

   

  リニューアルしたオンラインショップや県の販売促進事業を活用し、さら

に、観光誘客事業と連携しながら、特産品等のＰＲ及び販売事業を積極的に推

進する。 

 

１ 晴れの国おかやま館の運営等 

 

（１）オンラインショップによる販売強化 

   令和４年３月にリニューアルした「晴れの国おかやま館 オンラインシ

ョップ」を活用し、県産品の魅力やストーリーを発信しながら、「岡山観

光WEB」との連携による新規顧客開拓や、クーポン発行、ＱＲコード決

済等の利便性向上によって販売促進を図る。 

 

（２）店舗運営と魅力度アップ 

   年間を通じて、県産品のＰＲ及び展示販売を行うとともに、販売データ、

顧客情報、アンケート等をもとに、随時、マーケティング分析を行い、店

舗・商品の魅力度向上を目指す。また、店舗リニューアルに向け、中長期

的な改善策を検討する。 

 

（３）ふるさと納税返礼品事業の取扱い 

    岡山県及び市町のふるさと納税返礼品取扱いを引き続き行うとともに、

新たな自治体へ働きかけ、事業の拡張に取り組む。 

（令和３年度実績） 

岡山県、岡山市、笠岡市、玉野市、瀬戸内市、浅口市、里庄町 
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（４）物産展・イベント等への出展対応 

   県外の百貨店等で開催される県産品の展示販売会や県内イベント等へ

の出展、出展業者の斡旋等を通じて県産品の振興及び観光誘客を図る。 

 

２ 県との連携による販売強化事業【県委託事業】 

（１）オンラインショップでのポイント還元 

   一定額以上の購入客への電子ポイントを付与に加え、送料を無料とす

るキャンペーンを実施し、オンラインショップの普及と県産品販売の促

進を図る。 

  

（２）ＤＣと連携とした販売強化事業 

   ＤＣの開催を契機に、「晴れの国おかやま館」で購入額に応じたクーポ

ン券を発行し、観光客等による県産品購入の需要喚起を図る。 

 

３ 伝統的工芸品振興事業【県委託事業】 

（１）伝統工芸品イベントの開催 

    国及び県指定伝統的工芸品の普及啓発及び販路開拓を図るため、店舗

及びオンラインショップにおいて、展示販売やＰＲを行う。 

 

 

 

 

 

 

（２）岡山駅の展示コーナーの運営 

    ＪＲ岡山駅新幹線構内コンコースにおいて作品や製造工程などを展示

し、本県の伝統的工芸品の魅力を県内外の多くの人に伝える。 

 

 

Ⅴ 収益事業等 

 

１ 広告収益事業 

（１）岡山観光ＷＥＢへのバナー掲出 

 「岡山観光WEB」へのバナー広告を会員から募集し掲出することでサ

イト運営の安定化を図る。 

（収入見込 ２，４８０千円） 

 

 

【岡山県伝統的工芸品】 

 勝山竹細工、備前焼（以上国指定） 

 手織作州絣、津山箔合紙、倉敷はりこ、撫川うちわ、備中和紙、高田硯、 

がま細工、烏城紬、虫明焼、津山ねり天神、郷原漆器（以上県指定） 

- 39 -



 

 

 

（２）観光コルトンへの広告掲出 

 市町村との共同ＰＲの場である岡山駅前地下道の電照パネル（観光コ

ルトン）２２面について、企業広告を掲出し運営の安定化を図る。 

（収入見込 １，１００千円） 

 

 

（３）観光支援自動販売機の活用 

 コカ・コーラボトラーズジャパン（株）と連携して設置している観光支

援自販機の売上の一部を寄付金として事業に充当する。また、新たな設置

候補地について情報収集を行う。 

（設置場所）ＪＲ岡山駅前、岡山後楽園、倉敷スポーツ公園など１２ヶ所 

（収入見込 ２，０００千円） 

 

２ 不動産管理事業 

  （一社）岡山県産業貿易振興協会から引継いだ所有土地２筆の賃貸事業を行

う。 

・岡山市北区田町一丁目３－１２２ 宅地１９７．３７㎡ 

・岡山市北区田町一丁目３－１０２ 宅地 ７８．４９㎡ 

（収入見込 ４，０８０千円） 
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